
 

■第八回高碕達之助研究会に我が会員の納沙

布岬訪問の感想（宮本研究員） 

 11/5(月 )高碕達之助に学ぶ会で今回は高槻名

誉市民を語り継ぐ会研究員の私自ら "納沙布岬

を訪ねて "の表題どおり実際に現地に赴き貝殻

島昆布漁に携わる歯舞漁協組合の  

幹部の方にインタビューし感じて  

来たことを発表しました。  

協定締結 (1963)がもたらした現  

地の昆布漁関係者の限りない喜び  

や高碕への深い感謝の気持ちを参  

加者全員にご紹介できた事と確信  

しております。  

写真は納沙布岬に建つ「高碕達之  

助顕彰碑」です。 
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■高碕達之助研究会予定  於：クロスパル高槻   

回 日 題目 講演者 

9 回 12/3  政治家高碕翁

の功績 

角会長 

10 回 2/4 高碕翁の国際

感覚を 

甘田外成（東洋

製罐元専務 

特別 2/24 高碕翁展示会 高槻市後援 

11 回 3/4 高碕翁を振り

返る 

3 人パネルデ

ィスカション 

 
 

J R 高 槻 駅 北 側 ア ル プ ラ ザ 前 の 桜 並 木 の 植 え 込 み に 育 つ 高 槻 の 偉 人 "高 碕 達 之

助 翁 "ゆ か り の "荘 川 桜 "の 苗 木 の 近 況 報 告 で す 。  

 ま だ ま だ 添 え 木 の 竹 棒 が な け れ ば こ こ ろ も と な い 桜 木 で す が 、 暫 く  

確 認 を 怠 っ て い る と 相 次 ぐ 天 災 に も め げ ず 、 随 分 枝 も 張 り 立 派 に 成 長  

し て い る 様 子 が う か が え ま す 。 ま だ ま だ 花 開 く の は 先 で し ょ う が 、 ま  

も な く 先 輩 の 木 々 同 様 に 街 行 く 人 々 に 存 在 感 を 示 し て く れ る と 思 い  

ま す 。（ 宮 本 ）  

■来春展示会「高碕達之助を振り返る」開催決定  

今年度の設立記念講演に続き、来年の高碕達

之助翁命日に、展示会開催が決定しました。当日

は映像も行い、企業家であり、偉大な政治家であ

った高碕翁の業績を顕彰します。 

多数の参加をお持ちしてます。 

  日時：平成 31 年 2 月 24 日（日）10：00～15：00 

  場所：高槻市役所総合センター１Ｆ  ロビー 

  ＊今回は高槻市の後援をいただいております。 

 

■「高槻市制 75 周年のあゆみ」講演  

11/19(月 )Pm2:00~4:00 高槻クロスパ

ル第二会議室にての例会は  中川研究員

が「高度成長下の高槻－住宅開発、摂津

渓、原物語－」と題しての講演でありま

した。  

 中川氏自らの家系図をご披露いただ

きながら、ご出生の高槻市原地区周辺の

江戸中期から戦後高度成長期にかけて

の産業や住宅開発の歩みを語っていた

だきました。  

 特に近年年間 500 人程度の人口減少傾

向が続く当市の将来  

ビジョンを考える時、  

高度成長期の 10 数年  

年間 2 万人もの人口  

増がどれ程すさまじ  

く当市の環境変化さ  

せたかを熱弁されました。  

 

 

 

■高碕達之助物語の講演  

先日（11/7）西大冠小学校放課後子供

教室「にこにこ広場」で、高槻のれきし

をまなぼう～たかさきたつのすけ物語～

のお話をさせていただきました。参加者

は小学１年生から６年生までの約５０名

でした。  

 内容は、前半は高槻にこんな人がいた

んやで！続いて初めて披露の紙芝居を映

像に転換しての物語をし  

ました。紙芝居は１６枚  

で文言はテロップとして  

読みあげましたが、小学  

生にわかるようにお話し  

するのはいかに難しいかを感じました。

(馬渕 ) 

 

 
高槻市マスコット 『はにたん』  
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